
















要約：重度の家族機能不全と心理社会的ストレスにより心身症を呈して長期入院治療を受

ける児童には狭義の医療的ケアに緊密に連携するものとして、心の葛藤をほぐしバランス

のとれた人格に育て直すための、養育的、教育的機能が必要である。心身症児の全人的な

ケアを小児科病棟が実践するために、現状の見直しと改善を試みた。急性期の身体ケアに

心の育てなおしの機能を融合すること、回復期の病棟生活に再養育的なふれあいを強化す

ること、退院期にスムーズな学校復帰ができるよう、医師が教育者に積極的に働きかける

ことによる QOL の改善を試み、その成果を検討した。


